
フ　リ　ガ　ナ

役職などできれば具体的に

【 受 講 申 込 書 】

【朗読活動経験】

　1.あり（具体的に）

　2.なし

【本講座への思い】

【受講後の活動予定】

連絡先

A11月21日（土）
　三田村雅子

受け継がれる「源氏物語」
源氏物語は1000年前に紫式部によって書かれた物語ですが、この物語はその途中
で道長によって後押しされ、以後圧倒的な権力と権威の下、受け継がれてきた稀
有な書物でした。音楽、舞、美術、薫香、庭園、服飾などのかたちで源氏文化が
どのように享受されていったか、その力学を考えます。

まとめ：「朗読を深める」その２
「朗読論」と朗読発表

B12月26日（土）
　三田村雅子

B第２回：「源氏読み」の系譜として
豪華な源氏物語に対して、阿仏尼、源氏比丘尼、連歌師などもっと地味な源氏読
みの人々を通じて源氏物語享受の場が広がっていく過程を見つめます。そのよう
な朗読の場で何が大切にされ、何が受け継がれていったのか、実態にふれつつ考
えてみたいと思います。

A第１回：「書物」としての源氏物語 
それら豪華な「本」が院政期の上皇・女院たちを彩り、権威づけし、さらには
「源氏」を名乗った将軍家を装飾し、戦国時代の経済的困窮の中にあった天皇家
の起死回生にも役立っていった過程をたどります。

「朗読を深める」ために必要なものは何か。
これまで学んできたことの総括と受講者の朗読発表を行います。
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B2027年
　3月27日（土）
　加賀美幸子
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A2027年
　1月23日（土）
　三宅民夫

朗読、どう楽しむ!?
～噛んだ数だけ味が出る！　失敗に学んだ、私の原点～

朗読、どう生かす!?
～超高齢社会を、心豊かに生きるサプリとして～

作品の世界が伝わるよう読みたい！朗読を志す人なら、だれもが願うことです。
下読みに励めば、つかえず読むことはできるようになるのですが、作品の魅力
までは簡単には伝えられません。実は私も、初めての朗読で先輩アナウンサー
を失望させた苦い思い出があります。
どうすれば生き生きと表現できるのか! ?　失敗が教えてくれた「楽しむ」朗読
のツボを、実演もまじえお伝えします。

大学では、ジェロントロジー（老年学）という研究のお手伝いをしてきました。
少子高齢化時代をどう心豊かに生きるのか、難しい課題ですが、私は「朗読」
に、意外なチカラが期待できるかもしれない! ?　と感じています。発声・発音・
滑舌そして朗読活動。それらが、超高齢社会の中で、大事な意味を持ちつつあ
るのではと考えているのです。
朗読が、今後の人生と社会にどんな影響を及ぼすのか、その意義を考えます。

B2027年
　2月27日（土）
　三宅民夫
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